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Abstract
　Three species of decapod crustaceans [Enoplometopus 
occidentalis (Randall, 1840), Odontozona okunoi Saito 
& Fujita, 2018, and Laleonectes nipponensis (Sakai, 
1938)] were collected from a submarine cave on the 
northeastern coast of Yoron Island, Kagoshima 
Prefecture, Japan. This study represents the first 
records of these species within Kagoshima Prefecture.

はじめに
鹿児島県与論島は琉球石灰岩で覆われている

ため陸域には多数の湧水や洞窟地下水域が存在し
ており，近年，これらの地下水環境に生息する希
少生物の発見が相次いでいる（藤田ほか，2019；
藤田・鈴木，2020；岸本ほか，2020；藤田，
2022a, b, 2023；藤田・水山，2024）．一方，同島
沿岸海域には，予てから海底鍾乳洞が存在するこ
とが知られていたが（木村，2007），これまでに
詳細な生物調査は行われていなかった．著者らは，
現地の漁業者やダイビングサービスからの聞き取
りや現地案内により，2024年 9月 7日に同島北
東部の沖合に存在する海底洞窟を調査する機会を
得た．その結果，ショウグンエビ Enoplometopus 

occidentalis (Randall, 1840)（ショウグンエビ科），
オクノスベスベオトヒメエビ Odontozona okunoi 

Saito & Fujita, 2018（オトヒメエビ科），ナキガザ
ミ Laleonectes nipponensis (Sakai, 1938)［ガザミ科
（ワタリガニ科）］の 3種の十脚目甲殻類を採集す
ることができた．いずれの種も海底洞窟環境に生
息することが知られている種であるが（Saito & 

Fujita, 2018；藤田，2019），標本を基にした学術報
告は極めて少ない．本稿では，これら 3種につい
て鹿児島県海域における初記録として報告する．

材料と方法
与論島の海底洞窟における十脚甲殻類の採集

調査は，2024年 9月 7日に SCUBA潜水により
実施した．当該海底洞窟は，与論島北東部の沖合
に位置し，洞口の水深約 34 m，洞長は 40 m程度，
洞内の底質は礫混じりの砂泥で，鍾乳石（つらら
石など）が多数存在する沈水鍾乳洞である．なお，
近年，琉球列島における海底洞窟環境の人為的撹
乱に関する懸念が示されており（藤田，2019），
当該海底洞窟環境の保護・保全のため，詳細な位
置情報の公表は控える．また，与論島における聞
き取り調査では当該海底洞窟の名称が無いような
ので，本報告では “ユンヌアブ（与論島の方言で
ユンヌは与論島，アブは洞窟を意味する）”の仮
称で呼ぶ．
採集された十脚甲殻類は現地にて海水ごと冷凍

保存し，解凍後に写真撮影を行い，70%エタノー
ルにて保存した（体の一部は将来的な遺伝子研究
のため 99%エタノールで保存している）．また，エ
ビ類については眼窩甲長（postorbital carapace length: 

pcl）を，短尾類については甲長（carapace length: 

CL）と最大甲幅（carapace width: CW）をデジタル
ノギスで計測した．本研究で得られた標本は，す
べて琉球大学博物館（風樹館，RUMF: Ryukyu 

University Museum, Fujukan）に収蔵されている．
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図 1．与論島の海底洞窟で採集されたショウグンエビ（RUMF-ZC-6161：オス，甲長 42.8 mm）．A，全体側面；B，全体背面；
C，頭胸甲，背面（PSの矢印，頸溝後方の棘）；D，額角，背面（矢印，額角側縁の歯）；E，頭胸甲上縁部，側面（PSの矢印，
頸溝後方の棘）；F，背面正中線上の頸溝前方棘，側面（矢印，ほとんど瘤状の最前棘）；G，眼窩上方部，側面（SSの矢印，
眼窩上棘；他の矢印，額角基部に生じる 2棘）；H，第 2–5腹節，側面；I，左側第 1胸脚の掌部，背面；J，左側第 1胸脚の指
節，背面（剛毛は除去）；K，左側第 3胸脚の腕節，側面（矢印，後縁部下縁の棘）；L，左側第 4胸脚の腕節，側面；M，尾
節，背面（矢印，側縁中央部の可動棘）；N，左側尾節後側縁，背面（矢印，可動棘の痕跡）；O，右側尾節後側縁，背面（矢印，
微小な棘）．

Fig. 1. Enoplometopus occidentalis (Randall, 1840) collected from the submarine cave "Yunnu-abu" of Yoron Island, Japan (RUMF-ZC-6161: 
male, pcl 42.8 mm). A, whole body of fresh specimen, lateral view; B, same, dorsal view; C, carapace, dorsal view (PS, postcervical spine); 
D, rostrum, dorsal view (arrows, spines on lateral margin of rostrum); E, dorsal margin of carapace, lateral view (PS, postcervical spine); F, 
median spines on carapace, lateral view (arrow, blunt anteriormost spine); G, supra orbital margin of carapace (SS, supraocular spine; other 
arrows, intermediate spines); H, abdominal somites 2–5, lateral view; I, chela of first pereopod, dorsal view; J, dactylus of first pereopod, 
dorsal view (setae removed); K, carpus of third pereopod, lateral view; L, carpus of fourth pereopod, lateral view; M, telson, dorsal view 
(arrows, lateral spines); N, distolateral spines of telson, left side, dorsal view (arrow, socket of spine); O, distolateral spines of telson, right 
side, dorsal view (arrow, minute spine).
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結果と考察
Enoplometopus occidentalis (Randall, 1840)

ショウグンエビ
（図 1）

調査標本　RUMF-ZC-6161, 1オス（pcl 42.8 mm），
与論島北東部海底洞窟（ユンヌアブ），水深約 34 

m，2024年 9月 7日，藤田喜久・上野大輔・水山 

克採集．
備考　今回得られた標本は，（1）額角は扁平で

中央部が凹む；先端は鋭く尖り，側縁に 2–4本（左
側 4本，右側 2本），背面基部のやや内側に 2棘
の歯（= intermediate spine, see Poupin，2003）を備
える（図 1C, D, G），（2）頭胸甲には，眼窩上棘
1本（= supraocular spine）（図 1G），眼窩上棘の
後方（額角側縁に後続する線上の甲背）に 3本の
棘（= lateral spine）（図 1E），背面正中線上の頸溝
前方に 5棘（= median spine；ただし，最前棘は
ほとんど瘤状）（図 1C, E, F），頸溝後方に 1棘（= 

postcervical spine）（図 1C, E）を備える，（3）第
2–5腹節の後側縁は丸みを帯びるかやや角張る
（ただし棘状に尖ってはいない）（図 1H），（4）尾
節は矩形で，側縁中央部に 1本の可動棘，後側縁
に 2–3本の可動棘を備える（図 1M–O），（5）第
1胸脚（大鉗脚）は扁平で，長い剛毛が多数生じ
ており（特に周縁部で顕著），掌部の上縁および
下縁には大小多数の鋭い棘が列生する（図 1I），（6）
第 2–3胸脚の腕節の末端下縁に 1棘を生じるが，
第 4–5胸脚の腕節にはこれを欠く（図 1K, L），（7）
体色は全身が濃橙色で，頭胸甲側面に特徴的な 2

つの白色斑紋，甲背上の棘および甲下縁に不規則
な白色紋，腹節側面に複数の白斑紋，第 1–2触角・
第 3顎脚・第 1–5胸脚・第 1–5腹肢に白色紋（胸
脚では時に白色の輪模様）を有する（図 1A, B），
などの形態的・色彩的特徴を有しており，先行研
究（Holthuis, 1983; Poupin, 2003; Chan & Ng, 2008）
が示したEnoplometopus occidentalis (Randall, 1840) 

の標徴形質に良く一致した．一方，今回得られた
標本では，第 1胸脚指節の外縁全域に渡って棘が
列生しており（図 1J），Poupin (2003)が本種の標
徴形質および検索表における重要形質として示し

た「第 1胸脚指節の先端部のみに 2–3棘が生じる」
という特徴と異なっていた．ただし，Poupin (2003)

は，本種の大型個体（甲長 33.5 mmと 39.5 mm

の雄個体）では「第 1胸脚指節の基部にも棘が生
じる」ことも示しており，この形質は体サイズに
よって変化することが示唆された．
本種は，サンゴ礁域の割れ目や洞窟内などに

生息し，国内でもダイバーらに比較的よく観察さ
れているほか，観賞用として売買されたり，水族
館などでも飼育されている著名な種であるが（永
井・野村，1988；峯水，2000, 2013），標本を基に
した学術報告は意外にも少ない．国内では，和歌
山県（南紀串本，太地）や宮崎県から記録されて
いる（三宅，1998a）．本報は標本を基にした本種
の鹿児島県海域からの初記録となる．

Odontozona okunoi Saito & Fujita, 2018

オクノスベスベオトヒメエビ
（図 2A）

調査標本　RUMF-ZC-6163, 1オス（pcl 2.8 mm），
与論島北東部海底洞窟（ユンヌアブ），水深約 34 

m，2024年 9月 7日，上野大輔・藤田喜久・水山 

克採集．
備考　本種は，Saito & Fujita (2018)によって沖

縄島と伊江島の海底洞窟から採集された 3個体の
標本を基に記載された種である．本種は，スベス
ベオトヒメエビ属の種の中でも極めて細長い第 3

胸脚を有し，生時の体色ではその第 3胸脚のはさ
み部（指節及び前節）のみが白色で，その他の節
が赤橙色を呈することで特徴付けられる（Saito 

& Fujita，2018）（図 2A）．今回得られた標本は，
既知標本に比べて小型であるものの，第 3胸脚が
極めて細長く，腕節および長節のはさみ部に対す
る比率が「1.9倍および 1.4倍」であり，ホロタ
イプ標本の値（1.8倍および 1.3倍；see Saito & 

Fujita, 2018）とほぼ同様であった．一方，第 3胸
脚の生時の体色については，今回得られた標本で
は第 3胸脚の掌部基部付近にも赤橙色の部分が確
認された（図 2A）．
琉球列島の海底洞窟からは，本種のほかに同
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属他種としてアカオビスベスベオトヒメエビ O. 

fasciata Okuno, 2003とガンズゥースベスベオトヒ
メエビ O. ganzu Saito & Fujita, 2022の記録がある
（Okuno, 2003；藤田，2019; Saito & Fujita, 2022）．

ただし本種は，第 3胸脚の形態や生時の色彩に
よって容易に他種と区別することができる：本種
の第 3胸脚は，腕節および長節のはさみ部に対す
る比率が各々「1.8–1.9倍および 1.3–1.4倍」であ

図 2．与論島の海底洞窟で採集されたオクノスベスベオトヒメエビ（A）とナキガザミ（B–F）．A，全体背面（RUMF-ZC-6163，
オス，甲長 2.8 mm）；B，全体背面（RUMF-ZC-6162，オス，甲長 23.2 mm，甲幅 49.1 mm）；C，頭胸甲前縁部，背面；D，右
側第 1–5胸脚の基部，背面；E，左側頭胸甲の前方下面，矢印は発音器（顆粒列）を示す；F，左鉗脚の長節，背面，矢印は
発音器（顆粒列）を示す．

Fig. 2. Odontozona okunoi Saito & Fujita, 2018 (A) and Laleonectes nipponensis (Sakai, 1938) (B–F) collected from the submarine cave 
"Yunnu-abu" of Yoron Island, Japan. A, whole body, dorsal view (RUMF-ZC-6163, male, pcl 2.8 mm); B, whole body, dorsal view 
(RUMF-ZC-6162, male, CL 23.2 mm, CW 49.1 mm); C, anterior part of carapace, dorsal view; D, proximal part of right pereiopods 1–5, 
dorsal view; E, antero-ventral view of carapace, left side, arrow indicating stridulatory granules; F, merus of left cheliped, dorsal view, 
arrow indicating stridulatory granules.
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るのに対し，アカオビスベスベオトヒメエビでは
「いずれも 0.8倍」，ガンズゥースベスベオトヒメ
エビでは「0.8倍および 0.9倍」である（Saito & 

Fujita, 2018, 2022）．
本種は，「ホワイトアーム」や「ホワイトハンド」

の通称でダイバーによく観察されている種である
が（峯水，2013），標本を基にした記録は Saito & 

Fujita（2018）の原記載論文の他には知られてお
らず本報が 2例目となる．また，本報は標本を基
にした本種の鹿児島県海域からの初記録となる．

Laleonectes nipponensis (Sakai, 1938)

ナキガザミ
（図 2B–F）

調査標本　RUMF-ZC-6162, 1オス（CL 23.2 mm，
CW 49.1 mm），与論島北東部海底洞窟（ユンヌア
ブ），水深約 34 m，2024年 9月 7日，上野大輔・
藤田喜久・水山 克採集．
備考　今回得られた標本は，（1）頭胸甲前側

縁の腹側（pterygostomial region）と鉗脚長節の基
部上面に顆粒列を備え，発音器を構成する（図
2E, F），（2）頭胸甲は横長で，甲長の 2.1倍であ
る（図 2B），（3）第 1胸脚（鉗脚）の長節前縁に
3棘が生じる（図 2B, F），（4）第 2–3胸脚（第
1–2歩脚）が細長く，その長節の末端が第 1胸脚
（鉗脚）の長節の末端を著しく超える（図 2D），（5）
第 1生殖肢（G1）が細長く，先端部に硬い棘状
剛毛が生じる，などの特徴を有しており，先行研
究（例えば，Sakai, 1976；三宅，1998b）で示さ
れた Laleonectes nipponensis (Sakai, 1938)の標徴形
質に良く一致した．また，前述した特徴の組み合
わせにより，同属の 3 種 L. kuriya Mendoza & 

Devi, 2017, L. stridens Crosnier & Thomassin, 1975, 

Laleonectes vocans (A. Milne-Edwards, 1878)とも容
易に区別することができる（Crosnier & Moosa, 

2002; Mendoza & Devi, 2017）．
本種は，水深 10 m以深の岩礁底などから記録

されており，比較的深い水深帯（水深 250 m）か
ら も 記 録 が あ る（Sakai, 1976; 三 宅，1998b; 

Mendoza & Devi, 2017）．また，パラオや琉球列島

（沖縄島および下地島）では海底洞窟からも記録
されており，特に琉球列島の海底洞窟では比較的
普 通 に 見 ら れ る（Takeda, 1998; 藤 田，2018, 

2019）．国内では沖縄県のほかに，和歌山県（里野，
下楠井，白浜，みなべ），三重県（紀伊長島）か
ら記録がある（Sakai，1976; 三宅 , 1998b）．本報は，
標本を基にした本種の鹿児島県海域からの初記録
となる．
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